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    新年のご挨拶 
 

 

 

豊島間税会 会長  根本 弘三 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

会員の皆様にはご家族お揃いで２０１８年の新年をお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。昨年中

は会の運営活動に対しまして、署を始め役員の皆様の暖かいご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

２０１７年度７月には都議会議員の選挙があり、希望の党が出来、小池都知事が誕生しました。そして１

０月には衆議院選挙があり、野党の分裂により自由民主党が圧勝しました。これにより、２０１９年１０月

に消費税が１０％に上がることでしょう。我々間税会は、消費税を中心に印紙税、酒税、タバコ税など国民

生活にとって最も身近な税金の会ですので、これからの税についてより一層の関心を持って見守って行き

ましょう。 

行事としては、１１月５日に豊島区役所新庁舎内のセンタースクエアをお借りして、法人会の絵ハガキコ

ンクールの表彰式と共に間税会は税の標語の表彰式を行いました。沢山の表彰者とご家族の方々がお見え

になられました。今回は１４７５通の応募があり、当日お手伝いしてくださった石井副会長、柳澤監事、平

栗理事お疲れ様でした。 

税を考える週間は１１月１１日より１７日までです。例年初日に「クリアファイルの配布」を実施します

が、初日の１１日が土曜日に当たりましたので、今回は１１月１０日（金曜日）に行いました。ＪＲ巣鴨駅

前、構内にて行われ、署より白田署長様始め署の幹部の皆様、都税事務所所長さん他の所員の方々、法人会、

税理士会、納税貯蓄組合そして今回は特に酒販の役員皆様のご協力により行われました。 

世界の消費税図解入れクリアファイルの中に、署よりパンフレット、間税会よりボールペン、都税よりマ

スク、酒販よりティッシュなどを入れて優申会より特に名入れビニール袋を頂き、持ちやすくなり１０００

部がスムーズに配布できましたことで、税についての広報がアピール出来たのではないかと思います。 

お手伝い下さった皆様、ご苦労様でした。 

最後になりましたが、会員の皆様とご家族のご健勝と

ご事業のご繁栄を御祈念申し上げまして、新年の挨拶と

させて頂きます。 
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 新年のご挨拶 

 

 

 

豊島税務署 署長  白田  敦  

 

平成30年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

豊島間税会会員の皆様方におかれましては、新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。また、

根本会長をはじめ、役員並びに会員の皆様方には、平素から税務行政全般に対しまして深いご理解と多大な

ご協力を賜っており、厚く御礼申し上げます。 

 国税庁では、国民各層に税や税務行政に対する知識と理解を深めていただくため、税の啓発に関する取組

を行っているところです。 

 豊島間税会におかれましても、昨年は、小学生、保護者、学校関係者のご協力を得ながら「小学校の税の

標語」の募集活動、並びに公益社団法人豊島法人会との共催で「豊島子ども秋の表彰式」を盛大に開催され

ました。前年を大きく上回るたくさんの作品をご応募いただき、租税教育に大いに貢献されました。 

 また、「税を考える週間」では、巣鴨駅前で「世界の消費税152 か国」のクリアファイルの配布による街

頭広報活動を実施されましたが、豊島優申会からご提供いただいた配布用の手さげ袋と併せ、豊島酒販連合

会主催の「未成年者飲酒防止キャンペーン」と合同で開催するなど、他の団体との連携・協調にも取り組ん

でいただきました。 

 これら豊島間税会の取組は、消費税をはじめとする税知識の普及と納税道義の高揚に資する税務行政の

円滑な運営に不可欠な、非常に意義深い活動であり、この場をお借りして敬意を表するとともに、心より感

謝申し上げる次第です。 

 昨年は、多年にわたる租税教育の推進にご尽力された功績に対しまして、署長

感謝状を授与させていただきましたが、本年も引き続き貴会の組織力を大いに発

揮していただき、更に充実した会活動を展開されますことを期待しております。 

 さて、まもなく平成 29 年分の所得税等の確定申告の時期を迎えます。国税庁

では引き続き、ｅ－ＴａｘなどＩＣＴを利用した自宅等からの申告の推進に取り

組むとともに、前年度から本格化した確定申告書へのマイナンバー（個人番号）

記載につきましても、更なる定着が図れるよう、積極的な周知・広報に努めてい

るところであります。会員の皆様にもご理解とご協力をお願いいたします。 

 ところで、消費税について申しますと、来年 10月に消費税率の 10％への引き

上げ及び軽減税率制度が施行される予定です。事業者の皆様に制度の内容を十分ご理解いただき、円滑に推

進するためには、周知・広報等の取組を行うことはもちろんですが、地域に密着した組織力を有する貴会の

皆様のご支援が不可欠であると考えております。 

 豊島税務署としましても、引き続き貴会との連携・協調関係を一層深められるよう取り組んでまいります

ので、会員の皆様のご理解とご協力をいただけますようお願い申し上げます。 

結びにあたりまして、新たな年が、豊島間税会にとりまして一層の飛躍の年となりますよう、また、会員

の皆様方の益々のご健勝並びにご事業のご繁栄を心から祈念いたしまして、年頭の挨拶とさせて頂きます。 
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税を考える週間 

「クリアファイルの配布」 豊島間税会 副会長  藤川 盛弘  

 

豊島間税会では毎年１１月１１日の「税を考える週間」にJR巣鴨駅構内とその周辺でクリアファイル街

頭配布を行っています。今年は１１日が土曜日ということで前日の１０日に行いました。 

間税会・世界の消費税のクリアファイル、ボールペン、都税事務所・広報、絆創膏またはマスク、税務協

力団体の酒販組合から広報とポケットティッシュ、法人会からは行事のお知らせ、これらを豊島優申会から

提供のあったイー太くんをプリントした“ビニール袋”に封入して通行人に配布をしました。 

ビニール袋に入っていると配りやすく、また、受け取ってもら

いやすかったので、大変助かりました。 

配布には、豊島税務署長、副署長、東京都税事務所長と職員

の皆さま、税務協力団体から税理士会豊島支部、豊島法人会、

納税貯蓄組合、酒販連合会の方のお手伝いもあり、また、税務

職員の方がイー太くんに扮してアピールしていることもあって、

用意したクリアファイル１，０００部は４０分程度で配布し終

えることができました。 

毎年、受け取っていいただいていると思われる方からは、「去

年もらったボールペンは使いやすかった」と声をかけていただ

き、用意する方としても配布した感想が聞けたのはありがたか

ったです。 

毎年、税務署、都税事務所、関係団体の皆さまのご協力をえて

行っている大事な行事となっています。また、事務局長同士の繋がりから税務協力団体との関係が良好で、

相互協力できる環境になっている点にも感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



4 

 

 

平成29年 11月 16日（木）「税を考える週間」の行事として、東京信用金庫本店8階ホールにて、白田敦

豊島税務署長を講師にお迎えし、講演会が開催されました。豊島税務連絡協議会の各団体から多くの方が出

席されました。 

 「私の履歴書」として昭和32年から「出来事」「新商品・ヒット商

品」「ヒット曲」という視

点から、世の中の移り変わ

りを白田署長の人生の軌跡

と照らし合わせながら、興

味深い講演をいただきまし

た。 

私たちの心の色々な箱を開

けながら、昔を思い起こせ

た素敵なひと時でした。 

 ありがとうございまし

た。 

 

 

 

平成29年 10月 6日（金） 養老乃瀧 ４階ホ

ールにて、松生副署長を講師にお迎えし、「財務

省ってどんなところ？」と称して、講演会が開催

されました。 

 松生副署長が財務省に所属していた当時のよも

やま話をいただきました。特に興味深かったの

は、「歴代財務大臣ご署名」を拝見することがで

きたことです。あっという間に時間が過ぎていき

ました。 

 その後、意見交換会に入り、親睦を深めること

ができました。 

 ありがとうございました。 

「署長講演」 講師：豊島税務署長 白田 敦 氏  

「税務署講演」 講師：法人担当副署長 松生 剛 氏  
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平成29年度  納 税 表 彰 

平成29年 11月 13日（月）平成29年度 納税表彰式がトシマセンタースクエアにて 

挙行され、当会からは下記の方々が受賞されました。 

なお、表彰祝賀会はスターライトラウンジにて盛大に行われました。 

◎ 豊 島 税 務 署 長 感 謝 状   菅   耕 治（常任理事） 

◎ 豊 島 税 務 署 長 感 謝 状   川 鍋 玲 子（理  事） 

◎豊島税務連絡協議会表彰   井 上   裕（常任理事） 

◎豊島税務連絡協議会表彰   山 口 隆 司（常任理事） 
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明けましておめでとうございます。 

昨年の納税表彰式におきまして、「豊島税務連絡協議会」表彰をいただき、誠にありがとうございます。 

これも、豊島税務署白田署長、署員の皆様、並びに豊島間税会根本会長をはじめ役員の会員皆様の、ご支援

のおかげであると思っています。心より感謝申し上げます。 

来年 10 月には、消費税が１０％に引き上げられます。少子高齢化による社会情勢の変化、医療、介護、

年金、子育てなどにかかる費用をみんなで分かち合い、支え合う為の消費税の UP です。「税と社会保障」

の一体化を考えますと私は、豊島間税会の役員としてあらためて消費税の重要性を認識し、多くの皆様に

理解、協力していただく活動を続けてまいりたいと考えています。 

皆様方の更なるご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

本年の皆様方の事業のご繁栄とご健勝を祈念申し上げ、御礼の挨拶とさせていただきます。 

受賞の御礼      常任理事  菅 耕治 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年の納税表彰におきましては、「豊島税務連絡協議会表彰」をいただき、誠にありがとうございました。 

 これもひとえに、豊島税務署関係署員の皆様、並びに豊島間税会根本会長様はじめ。豊島間税会の役員、

会員の皆様、関係団体の皆様、また諸先輩の方々のご指導、ご支援のおかげと、心より感謝申し上げます。 

 間税会は消費税を中心とした間接税の円滑な税務運営に協力しております。これからますます重要にな

る消費税が公平で健全に納税されますよう、今後とも啓発、広報活動を続けてまいりたいと考えておりま

す。 

 皆様のより一層のご指導、ご鞭撻を切にお願い申し上げます。皆様のご健勝、ご多幸及びご事業の益々

のご繁栄を心より祈念申し上げ、御礼の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

表彰の御礼       常任理事  井上 裕 

表彰を受けて      常任理事  山口 隆司 

新年あけましておめでとうございます。 

 昨年の納税表彰式では、ご表彰いただき誠にありがとうございます。これも豊島税務署の皆様方、根本会

長をはじめとする豊島間税会の役員・会員の方々のご指導の賜であり、心より感謝申し上げます。 

 消費税が日本で導入されたのは平成元年でした。日本の消費税の歴史はまさに「平成」の歴史と重なりま

す。その「平成」もあと一年数ヶ月で新たな元号の時代へと変わり、はからずも、そのすぐ後に消費税の軽

減税率なる複雑な制度が始まる予定です。会員による「税務知識の習得と普及」、消費者の方々への「消費

税についての啓蒙・広報」がますます重要となるため、会の活動によりいっそう励んでいきたいと考えてお

ります。 

 今後とも、皆様のご指導をよろしくお願いします。会員の皆様のますますのご健勝とご事業の発展をご

祈念申し上げ、御礼の挨拶とさせていただきます。 

新年明けましておめでとうございます。 

この度、豊島税務署長感謝状を賜りましたことは、根本会長をはじめ会員皆様のおかげと心より感謝申し

上げます。これからも、納税意識の高揚と豊島間税会諸活動に対して、お手伝いができればと思っておりま

す。今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

納税表彰を受けて       理事  川鍋 玲子 
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平成 29 年度  小学生の「税の標語」 ～  佳作受彰作品 ～ 
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    ～国税庁長官賞～ 

「私を育ててくれた税」 

千登世橋中学校３年   矢澤 希空  

 

 私は今年 15 歳。これまで「税金」と言えば、

買い物の時に「何故かお店に余分に取られる 8％」

という印象しかなかった。そんな私の誕生日に

は毎年、家族で私が生まれたときの話で盛り上

がるのが恒例となっている。 

私は一卵性の双子で、瓜二つの妹がいる。当然

生まれたときの記憶などあるはずもないが、誕

生時の話題が毎年恒例となるのには理由がある。

それは私がたった 1,600 グラムという未熟児

で誕生したからだ。 

1,600 グラムという小さな赤ちゃん、その上そ

の同じ小さな赤ちゃんがもう一人という想像も

付かなかった状況に私の両親は不安でいっぱい

だったそうだ。しかし、そんな私もＮＩＣＵ(新

生児特定集中治療室)で当時最新鋭の保育器に妹

とともに入り、生後 1 ヶ月で 2,200 グラムに

まで成長させてもらい無事退院することが出来

た。その退院の時の話である。退院と聞けばおめ

でたいことを想像するが、赤ちゃんだったとは

いえ、当然高度な医療技術の下で一人前の入院

生活を過ごした医療費は発生する。私たち二人

の退院の日、父は今まで見たことのない金額が

記載された入院診療費請求書を二枚受け取った。

一枚は私の、もう一枚は妹のものだ。その金額は

一人につき数 100 万円。その金額に驚いている

父に病院の窓口の方は笑顔で言ったそうだ。「お

子様たちは 2,000 グラム以下でしたので、未熟

児養育医療制度を申請することで入院治療費は

全て公費負担となります。ご安心ください。ご退

院おめでとうございます。」保育器は 1 日 10 万

円くらいかかるらしいと噂に聞いていた父は、

双子の私たちがそれぞれひと月保育器でお世話

になった金額が正直なところとても心配だった

そうだ。しかし、その窓口の方の説明を聞き、改

めて退院の喜びを噛みしめたと今となっては笑

い話である。 

中学 3 年になり、私は学校で租税教室という

授業を受けた。それまで税金というものに対し

て、一度も深く考えたことなどなかった私は、そ

のときふっとこの未熟児養育医療制度も税金を

財源とした社会保障制度であることに気付いた

のだ。今私がこうして元気に中学校生活を送る

ことが出来ているのは、あのとき医療費を心配

することなく未熟児の私の命を繋いでくれた税

金のおかげだった。今こうして元気に生きてい

られること、私は税金に感謝しなければならな

いと思った。 

そう考えると、小さく生まれたり、病気を持っ

て生まれてきたり、成長の過程で思いも寄らぬ

病気や怪我で支えが必要になる子どもはたくさ

んいる。将来のこの国を支える子どもたちを今

この瞬間も税金が支えているのだ。 

私もあと五年で成人の仲間入りをする。という

ことは、今度は私がそういう子どもたちを支え

る立場になるということだ。そう考えると、税金

というものは取られるものではなく、納めるも

のであるという

ことがすんなり

と受け入れられ

ると私は思うの

である。 
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                  ～豊島税務署長賞～ 

「私にできること」 

  西池袋中学校 3 年  内野 百々羽 

 

「8 円出すの面倒くさいなぁ。」 

100 円ショップに行くといつも思う。 

今回私は税の作文を書くにあたって、自分が

税のことを面倒なものとしか思っていなくて、

あまりよく知らないことに気が付いた。そこで

学校からもらったパンフレットや税についての

ホームページなどを見てみた。すると税金はゴ

ミの収集や信号機、図書館などにも使われてい

ることが分かった。普段あまり気にしなかった

けれど自分のあたり前な生活は税金によって支

えられ、成り立っているものだった。そして、い

つもは面倒くさかった『8 円』がとても大切に思

えてきた。さらに調べていくと、消費税による日

本の税収は約十兆円だと分かった。十兆円とい

うとスカイツリーが 250 基も建てられるくら

いの額だという。自分の小さな『買い物のおまけ』

が国の役に立っていることがなんだか嬉しくな

った。 

 もし、その税金を私たちが払うことを辞めた

らどうなるか想像してみた。救急車や消防車が

有料化され、お金のない人々は困っても助けを

求めることができなくなるだろう。学校の先生

もいなくなり、子供たちは自分たちで先生を雇

うのだろう。つまりお金に恵まれた人々だけが

豊かな暮らしをできる格差社会になってしまう。

そうして子どもの頃勉強が満足にできなかった

人たちが大人になり日本を動かしていく。私の

家は大金持ちではないから、そうなってしまう

と困る。私は税金に助けられているのだ。そして

数年後には私も住民税や所得税を払い誰かを助

けることができる。そうして日本全体に助け合

いの輪ができてゆく。それこそが今の日本に大

切なことだと思う。でもそのためには税金を払

っている国民が税について関心を持ち、税がど

こで使われ、それが正しい使い方なのかをきち

んと見極めなければならないと思う。 

 今、日本では少子高齢化が進んでいる。少子高

齢化が進むと、年金に必要な税金が増え、働き手

が減ることで働き手の負担が重くなっていくと

言われている。それを防ぐために私は、消費税を

8 パーセントから 10 パーセントへ引き上げる

のがよいと思う。確かに 100 円ショップで買い

物をするときは前よりも 2 円多く払わなくては

ならない。しかし、買い物は子どもから老人まで

幅広い年代がすることだから、働き手だけに負

担が集中することはない。友達と増税について

話し合ったとき、やはり反対意見が多かった。理

由を聞くと買い物の値段が高くなるからだと言

っていた。しかしそれは自分勝手ではないだろ

うか。増税反対は働き手だけに負担を負わせれ

ばいいということだ。日本国民全員が相手の気

持ちを考え、助け合いの輪を作れば、少子高齢化

という大きな

壁にも立ち向

かっていける

と 私 は 考 え

る。 
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～豊島税務署長賞～  

「税と人々の幸せ」 

明豊中学校 3 年  本吉 玲菜 

  

「税金とは何か」と聞かれても私が知ってい

るのは消費税や所得税くらいでそれらがどう使

われているのかは全く知らなかった。そこで税

金について調べてみることにした。すると私達

は生まれてからずっと税金の恩恵を受けて生き

ているということがわかった。教育、医療、警察、

消防、公共施設や道路、橋、上下水道、ゴミの処

理など。税金は私達の身近なものに沢山使われ

ていたのだ。だから税金に人々の命、生活が守ら

れているといっても過言ではないだろう。 

では、もし税金がなくなったら世の中はどん

なことになってしまうのか。私はこのことを想

像してみた。まず、貧富の差が生まれる。それに

よって学校で教育を受けられない人が出てくる。

また、社会のリーダーが育成されなくなる。町で

は医療を受けることが難しくなり、健康障害に

つながる。そして警察や消防が機能しないこと

により、治安が乱れ、安全の確保が困難になる。

橋や道路が修理されないことにより、交通の安

全性や路面の機能が確保されなくなる。水道が

ないと安全な水が飲めなくなる。ゴミの収集が

なくなると、街が汚れ、悪臭が漂い、衛生状態が

悪化する。このように想像しただけでも恐しい

世界である。だから税金は人々に欠かせないも

のだということがよくわかる。特に私は幼い頃、

先天性の病気で手術をしており、誰よりも病院

は身近なものだった。税金がなかったら医療に

莫大なお金がかかり、手術できなかったかもし

れない。私は税金に助けられたと思う。それを知

って改めて税金の重要性を学んだ。 

ところが近年、日本は少子高齢化の影響で大

きな問題に直面している。働くことのできない

高齢者が増え、働くことの出来る世代が負担す

る社会保障費が年々増加しているということだ。

そこでその状況を消費税の増税による税収で賄

おうとしている。しかし増税のニュースを受け

ると各地で反対運動が起こっているのが現状で

ある。なぜ人々は税金の恩恵を理解しているに

も関わらず、否定的な感情を抱いてしまうのだ

ろうか。それは人々の生活に少なからず影響す

ることだからだと私は思う。特に年金暮らしの

人や低所得の人は直接日々の生活にかかる消費

税の増税は厳しい。だから、そのような人々の生

活を考慮した制度が必要になっていくと考えら

れる。次世代が担っていく未来の日本を住みよ

い国にするために私達は努力していくべきだ。 

私は今日まで税金はほとんど他人事だった。

まだ自分は中学生だから親が税金を払い、管理

してくれるという甘えがあった。しかし数年後

は自分も全ての税を負担する納税者になるのだ。

今回税について調べたことは税金のしくみや日

常生活のありがたみを知ることにつながり、良

い機会になったと思う。私の夢は看護師だ。税金

の恩恵を受けて育った環境、受けてきた教育を

活かして夢に向かって頑張っていきたい。 
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                   ～東京都豊島都税事務所長賞～ 

   「ふるさとへの思いを素直に表せる税に」 

明豊中学校 3 年   森 日菜子 

 

税金のことに詳しくない私でも知っている

「ふるさと納税」。ふるさとに思いをはせて、

自分が納めたいと思う地域に寄付の形で納税で

きる制度。この制度が世の中の関心を集めてい

る。「ふるさと納税」サイトを宣伝するテレビ

ＣＭがあったり、専門雑誌もあったりと、まる

で新商品を紹介しているかのようだ。 

平成 20 年にこの制度ができて以来、当初、

年間 5 万 3 千人の人たちが合計 81 億円を納

めていたものが、最近では年間 225 万人、総

額 2 千 540 億円を納めるまでに広がってい

る。 

「ふるさと納税」には大きく三つの意義があ

ると言う。第一に、納税者が寄付する先を選ぶ

ことで、寄付したお金の使われ方を考えるきっ

かけとなる制度であること。第二に、生まれ故

郷、お世話になった地域、応援したい地域に支

援できる制度であること。第三に、寄付を受け

る側である、全国各地の自治体が互いに取組み

をアピールし合うことで、自治体どうしの競争

を生み出す制度であること。これらの意義はも

ちろん大きいとは思うが、何より人々が税金に

対する関心を持つようになるきっかけを作った

効果は多大だ。私自身、「ふるさと納税」によ

って初めて税金のことに興味を持つようになっ

た。 

ただし、気になることがある。この制度が

人々の故郷を思う気持ちと違う形で使われてき

ていることだ。自治体が「ふるさと納税」を行

った人に対して渡す返礼品が寄付した額の半分

とかそれ以上の価値を持つこともあるらしい。

このため、寄付した額の３割以上の価値に抑え

るように新たなルールができたと言う。 

確かに返礼品に地元の特産品が使われれば、

これまで地元以外に知られていなかった特産品

を他の地域の人にも広く知ってもらうきっかけ

になるので、価値の高い返礼品をしても良いと

考える自治体もあるだろう。しかし、それによ

って本来、公的サービスを受けるために使われ

るはずの寄付金の一部が返礼品を買うために使

われることとなる。このことをどのように考え

るべきだろうか。 

また、寄付をする納税者の意識の変化も心配

だ。税金とは本来、私たちが公共サービスを受

けるために納めるもの。憲法でも義務とされて

いる。その意味合いや税金に対する納税者の意

識を歪めていないか。自治体は返礼品ではな

く、寄付を受けたお金の使い道で競争をすべき

だと思う。 

「ふるさと納税」をする人としない人との税

負担の公平性の問題もある。「ふるさと納税」

をする人は住んでいる地域に納める税金が少な

く、そのうえ返礼品をもらっているのに、受け

られる公共サービスは「ふるさと納税」をしな

い人と同じ。 

今改めて、「ふるさと納税」を本来の姿に戻

すことで、人々がふるさとへの思いを素直に税

金で表せるようにすべきと私は思う。 
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 ～豊島区長賞～ 

 「上を向いて歩こう」 

巣鴨北中学校 3 年  高橋 里佳子 

 

空を見上げる。そうするときれいな空に線が

じゃまをする。街を歩く。そうすると柱がみん

なのじゃまをする。みなさんは、このような経

験をしたことはないだろうか。私が前の文で言

っていることは、電線と電柱のことだ。 

 私はこの税の作文を書くにあたり税金が何に

使われているのかを調べた。そこで見つけたの

が「東京都が推進する無電柱化の取組」という

ものだ。無電柱化とは、電線を道路に埋めるな

どして電柱をなくすことだ。そしてさらに調べ

てみると、豊島区には「上を向いて歩こう無電

柱化民間プロジェクト」というものがあり、私

が通う学校の近くにある「巣鴨地蔵通り」でも

無電柱化が進められていることがわかった。 

 無電柱化のメリットは三つある。それは、

「都市防災機能の強化」「安全で快適な歩行空

間の確保」「良好な都市景観の創出」である。

地震大国である日本。2013 年に 30 年以内に

70 パーセントの確率で起きると発表された首

都直下地震。この地震も無電柱化により少しで

も被害が軽減されるのではないだろうか。ま

た、電柱をなくすことで、バリアフリーにもな

る。私は、少子高齢化が進んでいるのでバリア

フリーはとても大事だと思う。さらに電柱がな

くなることにより死角が減り、事故を防ぐこと

ができる。そして視線を遮るものがなくなり都

市景観の向上を図ることができる。無電柱化は

とても良いことだらけである。 

 しかし、一番のデメリットはお金がかかると

いうことだ。電柱を建てることよりも埋めるこ

とのほうがはるかにコストが高い。しかし、こ

こで登場するのが税金ではないだろうか。私は

ぜひ街から電柱をなくしてほしい。 

 無電柱化により、すぐに助かる人はたくさん

いるのではないだろうか。無電柱化により助け

られる命もあるのではないだろうか。私はたく

さんの人に無電柱化というものを知ってほし

い。そして地域の方々に協力してほしい。私は

税金の使われ方について調べ、良いことがたく

さんあると感じられたため、税金を納めること

に対して肯定的になれた。だから、今、税金を

納めることに対して否定的な人に、税金の使わ

れ方を知ってほしいと思った。私は、日本国民

として義務をしっかり果たしたいと思う。 
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              ～豊島区教育長賞～ 

    「社会の土台、税金」 
西巣鴨中学校 3 年  後藤 香奈子 

 

今私は、中学生として毎日充実した日々を送

っている。普段、何気なく過ごしていても、起

床したら、洗面や食事をして学校に向かい授業

を受ける。というように毎日を、あたりまえの

ことのように過ごしているのだ。 

 きっと、私たちの中には、生活を送れている

事が「あたりまえ」だと思い込んでしまってい

る人が一人はいる。これは、私たちが、普段通

りに送れる日々を「あたりまえ」だと思えてし

まうくらい、私たちの生活に深く税金が関わっ

ていると言えるのだろう。洗面や食事の調理な

どに使う大切な水、学校に通うための道路、そ

して学校という施設、机や椅子、教科書。身の

回りには、税金でできているものがたくさんあ

る。言われるまで、税金がこんなにも身近なと

ころに使われていることに、私は気づかなかっ

たかもしれない。税金という存在は知っていた

が、国のためといった概括的な把握しかできて

いなかったのだ。 

 しかし、今は違う。税金について何も知らな

かった時と比べ、様々な物から税金の必要性を

感じ、税金が私たちを支えていることに気づか

された。毎日、安全に過ごせていること、健康

な生活を送れていることは、税金があってこそ。

感謝の気持ちを忘れずにいたい。 

 そして、少子高齢化が進んでいる現在は、社

会保障の費用が増えていくことと同時に、働き

手が減っていくことの問題を抱えている。この

ことに関しては、しっかりと対策を考えていか

なければならないだろう。ちょうど私が大人に

なる頃、この問題は今以上に深刻となっている

かもしれない。だからこそ、私たちも、将来の

日本の姿を考えるべきだと思う。 

 もちろん、将来の日本は誰も見ることができ

ないし、どのような状能になっているのかを確

認することはできないが、今の現状から予想さ

れていることを受け入れ、税のあり方を考えて

いくことは、大切なことだと私は思う。 

 これから生きていく社会には、様々な課題が

あると言われている。そんな中で、将来の私た

ちはいったいどのような生活を送っているの

か、時々、不安にもなる。その不安もなくすた

めに、少しでも解決につながるような解決策を

見つけることが重要だと感じさせられた。 

 今、私たちができる事、それは、これからの

税のあり方を考えること。将来、幸せな社会で

生活できるようにするためにも、多くの考えが

必要になってくる。大人だけではなく私たちも、

社会を見つめていくべきなのではないか。今の

生活に感謝をし、もっと社会に目を向けていき

たいと思う。 
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            ～公益社団法人豊島法人会 会長賞～ 

           「持続可能な予算を目指して 無税国家論から考える」 
西池袋中学校 3 年  足立 愛恵 

 

「政治の面でな、今のこのままいったら破綻

してしまうと。ぜんぜん足らんから、金が。増税、

増税と。増税してもこれ以上できないと。だから

無税国家やれと。」これは、今のパナソニックの

創業者で経営の神様と言われた松下幸之助の言

葉です。 

私の年から、私立高校の無償化が始まります。こ

の政策により、私達はお金の心配をしないで私

立高校に通えるようになりました。しかし、この

政策により国の借金が増えてしまうという問題

が生じると思います。私が心配していることは、

この国の借金がだんだんと増えていき、私立無

償化が維持できなくなるかもしれないというこ

とです。もし、そのようなことになってしまえば、

その年代の人はお金の心配をしなくてはいけな

くなってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この私立無償化を継続していくためにはどう

すればよいのかを考えてみました。そこでイン

ターネットを使い調べてみると、最初に書いた

松下幸之助の言葉を見つけました。「無税国家論」

とは、税収を使い切らずにお金をためて、その金

利収入で国を運営するというものです。例えば、

金利が 1 パーセントだと、1,000 兆円預けると

1 年で 10 兆円増えることになります。この 10

兆円という額は、現在の一年の国家予算は百兆

円ぐらいなので、国家予算の 10 分の 1 にあた

ります。今は、この百兆円を税金と借金でまかな

っています。1 年に 10 兆円増えれば、税金と借

金でまかなうのは 90 兆円でよくなります。松

下幸之助は、これを続けることにより税金はだ

んだんと減っていき、ついには無税でよくなる

と言っています。 

「だからね、百年の計な、50 年の計というも

のな、逐次できなきゃいけないわけや。政府で。

それが立ててないわけやな。いまだに。21 世紀

の計はどうやこうやちゅうことを国民に発表し

てへんわけやな。」100 年の計というのは、長期

的な計画のことです。この長期的な計画を、国家

はまだ示していないということを松下幸之助は

言っています。例えば、税金を上げていくのか、

下げていくのか。また、私立高校の無償化は私達

の子供や孫の代まで続いていくのかなどです。 

私は、今回の学習を通じて、使われている税金

以上に税金を払うことが大切だと考えました。1

年間で中学生一人に使われている教育費は、

100 万円近くに上ります。将来、使われていた

税金以上の税金を払うことで、国のお金が貯ま

っていきます。このことで、松下幸之助の言う無

税国家に近づいていきます。私も、将来自分に使

われていた税金以上の税金が払えるように、こ

れからも勉強を頑張っていきます。 
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      ～豊島間税会 会長賞～ 

   「税の歴史」 
本郷中学校 2 年  渡辺 尊仁 

 

 歴史の授業で「租・庸・調」という税のしくみ

を習った。この内容をよく見てみるとそのしく

みは今とは全然違った。当時は税を払うのも大

変だったうえに自分たちで都まで納めに行かな

ければならなかったという。その他に兵役など

もあったから、今よりも重税で大変だった。しか

し庶民にはあまり還元されなかった。それに比

べて今はわざわざ遠くまで税金を運ぶ必要もな

い。そして恩恵も十分受けることができる。国税

庁のホームページで税の歴史が書いてあったの

で見てみた。奈良～江戸時代は庶民、特に農民に

は大きな負担がかかっていた。江戸時代までは

主に米で納めていていわゆる年貢などであった。

明治時代になると地租改正を実施し地租３％を

貨幣で納めさせた。また所得税や法人税ができ

たのもこの時代らしい。大正・昭和になると日本

国憲法で教育・勤労・納税の三大義務を制定した

り自主的に納税させる申告納税制度の導入、シ

ャウプ勧告という勧告は日本の税制度の基盤と

されている。 

ここまで調べてみて明治より前の時代は一方

的に庶民に対して重税を課しているのだと思う。

現在みたいに社会保障などがなかったと思う時

代だから一揆がおきてもしかたがなかったんじ

ゃないかと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成時代になると消費税の導入が始まったり

した。ここまでみると税のしくみは時代ととも

に変化してきたということがわかった。 

学校に通えたり、年金がもらえたりすること

は戦後の人々が時代に合わせ税制を整えてくれ

たからだと思う。国税庁のホームページには税

は「会費のようなもの」と書いてあった。税金に

よって警察・消防や道路・水道の整備、年金・医

療・教育など一人ではまかなえない費用をみん

なで負担しているからだそうだ。最も身近な消

費税はいったい何に使われているのか疑問だっ

た。答えは社会保障、年金や医療に使われている

のだそうだ、少しずつ税に関する知識を深めて

いけるように心がけたい。そうすれば少しだけ

公共のサービスを受けるとき税金のありがたみ

がわかるかなと思うからだ。 

この作文を書くまで税について知識も興味も

正直あまりなかった。だけど今回税の歴史、そし

て現在を調べて考えることによって税金は身近

なところでいろいろ役に立っていることがわか

った。将来自分が税金を払う立場になったとき

「払わされている」と思うのではなくもっと前

向きな気持ちで払いたいと思う。これからも税

金が社会を支えてくれると信じている。
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申告期限間近になりますと、税務署は大変混雑しますので、早めに確定申告書の提出をお願いします。 

なお、確定申告書は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用していただければ、

記載漏れや計算誤りなどの防止にもなりますので、是非ご活用ください。 

税   目 申告･納付期限 
口座振替日 

（※事前の手続きが必要です） 

申 告 所 得 税 

及 び 復 興 特 別 所 得 税 
平成 30 年３月１５日（木） 平成 30 年４月 20 日（金） 

個 人 事 業 者 の 消 費 税 

及 び 地 方 消 費 税 
平成 30 年４月 ２日（月） 平成 30 年４月 25 日（水） 

贈 与 税 平成 30 年３月 1５日（木） 
 

 
 

 

名 称 開 催 日 会  場 所 在 地 等 受 付 時 間 

税理士によ

る無料申告

相談 

～申告書を作成し

て提出できます～ 

2 月 1６日(金) 
～ 

3 月 1５日(木) 
 

(土･日を除
く。) 

豊島区役所 
５階 
507・508 
会議室 

南池袋２－45－１ 
 
 
池袋駅・・・徒歩９分 
東池袋駅・・地下通路で直結 
都電雑司ヶ谷駅・・徒歩３分 
東池袋四丁目駅・・徒歩４分 

《午前の部》 

９時３０分～11 時 30 分 

（相談は 10 時から） 
 
《午後の部》 

１３時００分～１５時３０分 

 

○ 申告書の提出のみの方は、税務署にお持ちいただくか、郵送にてご提出ください。 

○ 小規模納税者の方の所得税及び復興特別所得税・個人事業者の消費税及び地方消費税、年金受給者及び給与所得

者の方の所得税及び復興特別所得税の申告書（土地、建物及び株式などの譲渡所得がある場合を除く。）を作成し

て提出できます。 

○ 12 時から 13 時の間は、指導員の昼休み時間のため、申告書の作成指導等は行っておりませんので、あらかじ 

めご了承ください。 

○  ご来場の際は、前年の申告書等の控えや源泉徴収票など申告に必要な書類、筆記具、計算器具、印鑑及びマイ 

ナンバーに係る本人確認書類（①マイナンバーカードまたは②通知カードなどの番号確認書類及び運転免許証な 

どの身元確認書類）の写しをご持参ください。   

○ 混雑状況等により、早めに受付を終了する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 
 
 
 

無料申告相談 

各税目の申告期限と納付期限等 

豊島区西池袋３－３３－２２  ３９８４－２１７１（代表） 

※税務署におかけいただいた電話は、すべて自動音声によりご案内しています。 

 

 

申告・納税は、ネットから快適に！ 

 

豊 島 税 務 署 

申告書は、国税庁ホームページで作成できます！ 
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   豊島税務署では、所得税及び復興特別所得税、個人事業者の消費税及び地方消費税並びに

贈与税の確定申告書作成会場を、次のとおり開設いたします。 

  期 間：平成30 年2 月16 日（金）から平成30 年3 月1５日（木）まで 

（※ 土、日を除く。ただし、２月 18 日（日）及び２月 25 日（日）は開設します。） 

     ◇申告書作成のために来署される場合は、上記期間にお越しください 
 

 時 間：受付 午前８時３０分から（提出は午後 5 時まで） 

相談 午前９時１５分から午後５時まで 

◇会場が混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがありますので、なるべ

く午後 4 時頃までにお越しください。また、混雑の状況によっては、長時間お待

ちいただくこともありますので、ご了承願います。 

        

会 場：豊島税務署 地下１階 会議室 
◇当署の駐車場は、2 月 5 日(月)から３月 1５日(木)までは使用できませんのでご了承ください。 

 

 

平成28年分以降、所得税及び復興特別所得税・個人事業者の消費税及び地方消費税・贈与税の申告書は、

税務署へ提出する都度、マイナンバー（個人番号）の記載と、 本

人確認書類の提示又は写しの添付が必要です。 

《本人確認書類の例》 

① マイナンバーカード（個人番号カード）のみ【番号確認及び身元確認書類を兼ねています】 

② 通知カードなど【番号確認書類】＋運転免許証や公的医療保険の被保険者証など【身元確認書類】 

※１ 郵送にて申告書を提出する場合は、①の写し(表裏両面)または②の写しを添付してください。 

※２ ご自宅からe-Taxで送信する場合は、本人確認書類の提示または写しの提出は不要です。 

 

 

 

平成 29 年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに 

『医療費控除の明細書』の添付が必要となりました。 

（領収書の提出は不要となりました。） 

※ 医療費の領収書は自宅で 5 年間保存する必要があります。 

（税務署から求められたときは、提示又は提出しなければなりません。） 

（注）平成 29 年分から平成 31 年分までの確定申告については、医療費の領収書の添付又は提示によることもできます。 

 

 

所得税及び復興特別所得税、個人事業者の消費税及び地方消費税については、金融機関の預

貯金口座から振替によって納税する便利な制度（振替納税）がありますので、ぜひご利用くだ

さい。 

※ 新たに振替納税の利用を希望される方及び申告書提出先の税務署に変更があった方は、

各税目の申告期限までに手続きが必要となります。詳しくは、国税庁ホームページ

(www.nta.go.jp)をご覧いただくか、豊島税務署管理運営部門にお問合せください。 

確定申告書作成会場 

医療費控除を受けるための手続が変わりました 

納税は便利な振替納税で 

申告書にはマイナンバーの記載が必要です 

～混雑予想メモ～ 
・毎週月曜日 
・申告期限間際 
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豊島税務署 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
軽減対象品目の取扱いがない事業者の方や、免税事業者の方も、

制度に対応するための準備が必要となる場合があります。 

消費税率等の 10％への引上げと同時に、消費税の軽減税率制度が実施され、

消費税率等が標準税率 10％と軽減税率８％の複数税率となります。 

● 実施時期 

平成 31 年 10 月１日（消費税率の引上げと同時） 

● 消費税率等 

  標準税率は 10％ （消費税率 7.8％、地方消費税率 2.2％） 

  軽減税率は８％ （消費税率 6.24％、地方消費税率 1.76％） 

● 軽減税率の対象品目 

  ① 酒類・外食を除く飲食料品 

  ② 週２回以上発行される新聞（定期購読契約に基づくもの） 

● 帳簿及び請求書等の記載と保存 

  ・ 対象品目の売上げ・仕入れがある事業者の方は、これまでの記載事項に税率

ごとの区分を追加した請求書等の発行や記帳などの経理（区分経理）を行って

いただくこととなります。 

  ・ 仕入税額控除の要件は、現行、「帳簿及び請求書等（一定の領収書や納品書、

レシート等も含まれます。）の保存」ですが、軽減税率制度実施後は、こうした

区分経理に対応した帳簿及び請求書等（区分記載請求書等といいます。）の保存

が要件となります（区分記載請求書等保存方式）。 

● 税額の計算 

  ・ 売上げ及び仕入れを税率ごとに区分して税額計算を行う必要があります。 

  ・ 区分経理が困難な中小事業者の方には、経過措置として売上げに係る税額

（売上税額）又は仕入れに係る税額（仕入税額）の計算の特例があります。 

１ 消費税軽減税率電話相談センター（軽減コールセンター） 
専用ダイヤル ０５７０－０３０－４５６ 【受付時間】9:00～17:00（土日祝除く） 

 
２ 電話相談センター 
  最寄りの税務署にお電話いただき、ガイダンスに沿って「３」を押すと、電話相談センターにつながります。税務

署の連絡先は国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）でご案内しています。 
３ 税務署での面接による個別相談（関係書類等により具体的な事実等を確認させていただく必要のある相談）を希

望される方は、最寄りの税務署への電話により面接日時等を予約していただくこととしておりますので、ご協力を
お願いします。 

４ 軽減税率制度についての詳しい情報については、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）内の特設サイト「消費税
の軽減税率制度について」をご覧ください。 

《軽減税率制度に関するお問合せ先》 
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間税会は、間接税についての唯一の税務関係民間団体で、次のような理念や目的を持って活動している

会です。 

① 間税会は、消費税を中心とした間接税の納税者で組織する団体です。 

(注)間接税とは、消費税、酒税、たばこ税、揮発油税、地方道路税、石油石炭税、石油ガス税のよう

に、納税者と担税者が異なる税で、この税金分は通常、取引価格に上乗せされて取引先に転嫁されて

いきます。なお、印紙税も、一般に間接税等として、広い意味の間接税に含まれます。 

② 間税会は、間接税についての知識を習得し、自主的な申告納税体制の確立を通して、円滑な税務運営

に協力しています。 

③ 間税会は、会員企業の健全な発展に寄与するために、いろいろの情報を提供したり、会員間の交流を

図っています。 

④ 間税会は、会員以外の方にも消費税などについて参考となる情報を提供しています。 

⑤ 間税会は、次のことを目的として活動しています。 

イ 会員企業の発展     ロ 税務知識の習得と普及    ハ 税務行政への協力 

⑥ 間税会は、次のような役割と使命を担っています。 

イ 会員企業の立場で、税制及び税務執行の改善のための提言と国税当局とのパイプ役となります。 

ロ 会員企業にとって必要な税務や経営のための情報を提供します。 

ハ 会員相互の連帯と強調を図り、企業の発展と会員の福利厚生に寄与します。 

二 会員以外の方に対しても消費税についての啓蒙・広報を行います。 

⑦ 間税会は、「消費税 括かすみんなの 間税会」をキャッチフレーズとしています。 

 

 

＊ 間税会の会費はいくらですか? 

・個人、法人と格差はありますが最低５，０００円からです。皆様のご参加をお待ちしております。 

ぜひ入会ください。お問い合わせは下記までに 

 

 

事務局：豊島区南池袋２-４５-２-４００９   

                      株式会社 アマランス  藤川 

TEL  03-3988-7671   FAX  03-3988-7668 

 

 

 

 

 

 

 

 

間税会加入のお勧め 

間税会とは 
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謹 賀 新 年 

本年もよろしくお願い申し上げます 

豊島間税会 

会 長   根 本 弘 三 ㈲ネモト時計店 

副会長   石 井 陽 一 (資)三豊酒店 

〃    増 子 信 介 ㈲ミネルヴァ 

〃    國 松 省 三 ㈱ピーデーエスコンピュータ 

〃    稲 川   一 ㈱文宣 

〃    水 上 春 樹 二和電気㈱ 

〃(女性部長) 野 村 要 子 ㈲野村商事 

〃(事務局長) 藤 川 盛 弘 ㈱アマランス 

監 事   丸 山 雄 一 池袋木工㈱ 

〃    加 藤 壽 男 ㈱紅緒 

〃    南 口 清 子 ナンコー電機㈱ 

 

新年明けましておめでとうございます 

豊 島 優 申 会   

 

会 長 水 上  春 樹 二和電気（株） 

副会長 牧 野  雅 之 マキノ製缶（株） 

副会長 髙 村  光 朗 高村紙業（株） 

副会長 齊 木  晋 一 （株）新光商事 

会 計 菅    耕 治 （株）エフ・エム 

幹 事 歌   芳 明 （株）歌工務店 

幹 事 井 上    裕 （株）渡辺建築事務所 

幹 事 浦 野  静 夫 浦野工業（株） 

幹 事 山 口  隆 司 （株）山口工業 

幹 事 伊 東  昭 次 昭英化学（株） 

幹 事 平 栗  浩 太 （株）セイコーアドバンス 

監 査 太 田  博 之 協同商事（株） 

監 査 加 藤 壽 男 （株）紅緒 
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  Amaranth 
システム開発・構築保守・Web 開発維持 

株式会社アマランス 
代表取締役 藤川 盛弘 

〒171-0022 豊島区南池袋 2-45-2-4009 

TEL：03-3988-7671  FAX：03-3988-7668 

      URL：http://www.amaranth.co.jp 

   

   

   

  

   

  

青木嘉明税理士・行政書士事務所 

 青 木 嘉 明 
登録政治資金監査人 AFP(日本 FP 協会認定) 

〒160-0008 
東京都新宿区三栄町 8 番地 ルネ三栄町 301 号室 

電話 03-3351-0469 FAX 03-3353-7427 
E-mail: aoki-tax@blue.plala.or.jp 

  

税 理 士 
行政書士 
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税理士四国会 

会 長 内山 良子  

副会長 西村   新 

副会長 田川 修二  

事務局 田中   豊 

 ＴＥＬ ： ０３-５８３５-３５５６ 
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発 行  平 成 ３ ０ 年  １ 月 

発行者  豊 島 間 税 会 

会 長  根 本 弘 三 

 事務局  豊島区南池袋 2-45-2 

                  -4009 

          株式会社アマランス 

          TEL： 03-3988-7671 
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間税会は、改正消費税の周知活動に取り組んでいます。 


